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イベント概要
開催日： 2025年10月10日（金）～13日（月・祝）の4日間
開催場所：青森港新中央埠頭～柳町通り～本町公園～青森市役所本庁舎（全長1.4km）
開催時間：朝マルシェ 7:00-14:00 / 夜マルシェ 16:00-20:00
出店数： 延べ550店以上
テーマ： 「りんご箱ひとつからみんなでつくるマルシェ」
内容： ・農林水産物

・クラフト
・飲食
・アート
・音楽など
　多様なジャンル



青森港暮らしのマルシェ来場者数（人）
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4日間の入場者数　38,000人
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来場者数

日本観光協会方式（ガイドライン方式） 
一定範囲を定めて、その範囲内を最盛時間に移動しながら利用者を控え、これに回転数と全面積をかけ、さらに一定範囲の面積で割って調査日の入込客数を推計



エリアについて

Aエリア 
青森港新中央ふ頭 
◯キッチンカー 
◯NAMIOKA FARMERS CREW 
◯クラフト作家（カッチャート） 
◯駐車場 

Bエリア 
柳町通り 
◯テント（飲食、野菜・食品、クラフト） 
◯屋台（飲食、クラフト） 
◯りんご箱（マッサージなど） 
◯パフォーマンス 

Cエリア 
本町公園「芸える森」 
◯蒔苗正樹アート作品 
◯ACACワークショップ 
◯RingRingプレーパーク 
◯TSUKURIDASUアートフレーム越し撮影会 
◯ゼンタイウォーク 

Dエリア 
市役所本庁舎 
◯テント（飲食、野菜・食品、クラフト） 
◯屋台（飲食、クラフト、マッサージなど） 
◯AOMORI BEER PARK 
◯はなかり市（古本など） 
◯無声映画上映 
◯GMUステージイベント 



出店形態
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述べ出店数について

10日夜

11日朝

11日夜

12日朝

13日朝

0 40 80 120 160

新中央ふ頭 柳町 市役所

55

141

70

147

128

36 19

42 50 49

44 26

37 64 46

32 53 43

市役所
183

柳町
247

新中央ふ頭
111

新中央ふ頭 柳町 市役所

541店

曜日別出店者数 場所別述べ出店者数





スタートアップサポート

「はじめてのマルシェデビュー講座」 

　8月17日 16:00-18:00 
　8月19日 18:00-20:00 

　無料 
　参加者７０名



出店者アンケート

（264店舗中）

48.5%が5万円以上売り上げた



出店者アンケート

朝７時からという開始時間が早い 
午後２時までという終了時間が早い 
朝マルシェと夜マルシェの交代時間が短い



出店者アンケート

87.6%が次回も出店したい



出店者アンケート



出店者アンケート



マルシェの状況



新中央ふ頭



新中央ふ頭



新中央ふ頭



新中央ふ頭



新中央ふ頭 カッチャートプロジェクト



柳町通り



柳町通り



屋台

柳町通り



柳町通り
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柳町通り



柳町通り



柳町通り



柳町通り

高校生 
ナッジ理論研究



柳町通り



柳町通り
柳町通りは飲食スペースが問題



柳町通り 本部













本町公園



本町公園



本町公園



市役所本庁舎



市役所本庁舎



市役所本庁舎



市役所本庁舎 はなかり市



市役所本庁舎



市役所本庁舎



ウォークラリーと人流データ
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ウォークラリーイベント概要

マルシェ回遊性を高める施策として「KURAMARUウォークラリー」を実施。
期間中にスポットを訪れてデジタルスタンプを集めることで、青森の美味しくて可愛いものを集めたご当地アクリルキーホルダーや、青
森市観光大使アイドル、GMUの限定アクリルキーホルダーなどオリジナルの景品が獲得できる。
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参加者のデモグラ | ヒートマップ

- 一部の参加者だけでなく、ほとんどの参加者が青森国際ターミナルまで足を運んでいる。
- 会場となったエリアを中心に、アスパム、新町通りなど、その周辺のエリアでの移動も見られた。
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ウォークラリーイベント参加者数・達成者数

4日間でデジタルでの参加者は441人、達成者は327人。アナログ(紙)でウォークラリーを行った人を加えると600名を超えた。
11日（土）に参加が集中したことで、12日（日）の参加者数はやや下がってしまったが、告知などをおこない、13日（月・祝）の参加
者は140名を超えた。

【KURAMARUスタンプラリー】
- 参加者数：441人
- 達成者数：327人



Copyright GEOFLA CORPORATION All Rights Reserved. 51

参加者のデモグラ | 性別・年代・登録日

- 女性が約6割、男性が約4割。
- 年代別では、40代が約30%で最も多く、次いで30代が約24%。40代と50代で

50%を超えるなど、幅広いお客様に体験いただけた。
- 子供は親のスマホで参加しているパターンが多く、肌感では約半数が子供連
れ。

- 女性の方が若い体験者の方が多く、男性は女性と比べて、50代以上の割合が高
くなっている。
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参加者のデモグラ | 居住エリア

- 青森県内の参加者は90%を超えており、その中でも青森市からの参加者が80%以上となっているが、一部北海道など、青森以外
からの参加者も見られた。さらに、関東や中国地方などからの参加者も見られた。



ソーシャルリスニング(SNS)



X（旧Twitter）分析

620万リーチ 14.6万のエンゲージメント491投稿

投稿数とリーチ数の推移 *注：Instagramはハッシュタグのついた投稿のみ計測可能
*Facebook、Threadsは除く

ユーザーのSNS投稿分析
- 9月後半から告知がはじまり、初日の10月10日と、振り返り投稿の多い10月17日に特に盛り上がりがみられる。



参加者の声① 参加者の声②

来場者の声：X(旧Twitter)



Genspark で作成Genspark で作成

来場者の声：Instagram



出店者の声：Instagram



出店者の声：Instagram



来場者の声：Threads(スレッズ)



来場者の声：DM


